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病める人間学一哲学の誘い

岡田雅勝

１序章人間の何かへの問い

人間への問い実に人llUは複雑な生き物である。「人間への問い｣、それは私たち人間にとって、誰も

が関心のあるｌ１ｌ１いである。人間とは、非常に複雑な姿をして、一見捉えがたいようでありながら、そ

れでも私たちは〈人間とは何か〉という問いをＩｉｌ度も過去から等ねてきたし、その問いを尋ねざるを

得なかったし、それにいろいろと答えてきたのであった。

その結果の一つが、人間を理性的存在として規定している。それは「人間は考える」ことができる

ということからきている。人''１１は意識をもち、たえず自己を高めようとして生きているからだと答え

てきた。この答えは西欧的である。どうやら西欧では「人間とは」という問いに理性的であると答え

てきたのであった。たとえば、ここでマクッス・シェラーに従って尋ねるとしよう。「人間は否定

（Negation）を捉え、生産的に設計できる生き物である」（マクッス・シェラー）からだと答えてき

たし、人間は否（Ncin）を言えるということは他の動物に言えないことであり、それは人Iillが考える

ことができるからだと答えてきた。さらに人間は「生命の禁欲者である。それゆえ、あらゆる現実に

対する永遠の抗議者である」（''1）と答えてきた。生命の禁欲瀞というのは、現実の自分に逆らって

禁欲していくという音味で、人間だけが為し得る行為である。これもやはり人間が考えることができ

る生き物であることからきている。シェラーに従えば、人間というのは、「いま、ここにあること

（Jezl-hicr-sosein）のIliU限を破り、とりまく現実を超えようと望んでいる」（'１１）と言える存在で

ある。シェラーはこうしたことを含めて人間が理性的存在であると言っている。私たちはシェラーに

従って人間とは何かと執aてきたが、それはシェラーに特有な人M1理解ではない。この答えには、西

欧の伝統が担なわれている。つまり西欧的にいって、人''１１とは「考える」存在である、つまり理性的

存在であるという伝統に従っている。西欧人の人間が剛zl訂的存在であるというこの答えは、人間のあ

るべき姿を示している。

理性的存在と言っても人間は｛i1Jも完全に理性'''9存在であるわけではない。むしろ人間は不完全にし

か理`性的存在でしかないのだ。人間は考える存在であるが、考えることにさまざまに限界がある。そ

れだからこそ人llHはあれこれと迷い、Ｍjみ、気:ivf労の多い生を送っているのだ。人間は惑いながら生

きている。人ＩＨＩの行為はどれ一つ取り-1二げても何かと惑い、何かとためらいが多い存在である。それ

だから、人間こそあらゆる意味において欠けている存在と言える。理性的だと言っておきながら人間

はなかなか理性的にならない。また、人間を「笑う存在」だと規定する仕方もあるが、そう規定して

しても、なにも人間が笑っているばかりではない。悲しんだり、悔やんだり、泣いたりする等々のこ
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とをする存在でもある｡さらに人間を「遊ぶ存在」だと言って、人IMIの特性を遊びに求めている。そ

れが人間の全体的な定義とはならない。

無論これらの定義は人'１１の特徴を述べたものにすぎない。それは西欧で取られていた方法で、種差

から導き出したものである｡種差から導き|})したというのは、人間以外の極との逃いを兇出し、それ

を人間の定義とした｡人間が全体的に規定されないという面を考慮すると、「人間の何か」が答えら

れない而があるが、いずれにしても、人間は何をするにしても欠けているのだ。何をするにしても、

|慶昧な側面がある｡何も他の動物や植物が欠けていないと言っていない。欠けている点がいっぱいあ

る｡しかし全体として見ると、欠けているが、それでも何か充足している。人間はこれに対して何事

にせよ、充足ができず、′iMrに充足しようと努めている。人間は充足しようと努めているが、人間は自

ら決して充足することを知らない。

これは人間が欠如した存在であることを表している。欠如存在というのは、別な表現をすれば意識

をもって存在していることを言っている｡意識があるということはいつも充足しているのでなく、あ

れこれと考え、絶えず何かを求め、Ｆ１己充足していない存在で､何か欠けていることを意味している。

したがって、人間が考える存在であるという意味は、何も論理的に考え、推論していることばかりで

はなく、あれこれと考えながら惑い、悔やみ、気苦労の多い生活をしていることを言っている。つま

り西欧での人間の定義が理性的存在であると定義するのはただ_IiiLに人間が考えるということばかりで

はなく、人間がさまざまな意味において欠如的存在であるということを言っている。このことを別な

表現に表現するなら、人間はいつも何をするのにも充足せず、「'1途なことしかしない存在であると言

える。それだけ、人間ば11J能性を求めて、iil能性を追い求めている。人間ほど何かを求めて、あれこ

れと何かを企てるものがいない｡人間は何かと企てることは、つねに何かをしようとしている。

人間は自分の可能性を求めて、さまざまなことをするし、’二1分をつくりあげていこうとしている。

ともあれ、人間は欠陥の多い、満たされることのない、限りない欲望に生きる存在であるともいうこ

とができる｡人間ほど欠陥の多い、悩みの多い、不安に満ちた存在はない。人生には楽しみが多いよ

うに見えるが、その楽しみには常に苦しみが伴っている。そのﾁﾞﾉfしみには、いろいろとある｡例えば、

生みの苦しみ、何か働いて汗を流すときの苦しみ、愛している者と別れたり、愛する者を失った苦し

み、恨みや妬みや憎しみを受ける苦しみ、病気による苦しみなど、苦しみはどこからか知れず起こっ

てくる。そして苦しみはいつも絶えることなく、私たちに襲いかかるのだ。そのな意味から、人間は

「病める存在」であると言える。「病める存在」ということによって、人間の有限性が象徴されてい

る｡しかし人lli1が右限性でありながら、人''１１は無|U(性のことを考えることができるのも人間の特徴で

ある。この複雑な存在が人間である。

人間が生の流れのなかにあって、さまざまに自分を変えようと生きているが、人間であるが、何を

するにしてもつき破ることのできない壁がはだかっている。人''１１の条件にぴったりとつきまとってい

る生老病死という枠組みのなかで人間が生きている。自分の生を自分の意志によって自Illにできるわ

けではない。生老liii死という条件を考えてみるがいい｡たとえば、生まれるにあたって私たちは何一

つ知れきれることがない｡いったん生を与えられるとその生にはいつも死が寄り添っているし、生き

ている限り病や老いを免れない。そして私たちはきまって死すべき存在として生きている。私たちは

どんな意味においても死を免れない｡人間は有限性であることを免れえないのだ。

有限であることは、私たちが時間のなかで生き、そのなかでさまざまな出来事を体験し、そのなか

で私たちは|:１分を変えようとしながら生きようとしている。しかし'』1分を変えようとして生きている

が、特に変わらないで自分の人生を終えてしまう場合もある｡私たちは自分を変えようとさまざまに
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企てるが、結果としてその企ては決して新しいとは言えないことが多い。それにもかかわらず、人間

は自分が変わろうとして、いろいろと企てる。病めるもととなっているもの探し求めて、その原因を

探し求め、それさえ分かればと一生懸命になるが、人生がそう簡単にいかない。そんなとき、人生の

虚しさを感じさせられる。私たちは自分の生を糖－杯生きて自分の人生を有意義なものとしようとす

るが、自分の,Mi(いがなかなか思いのままにならないのが常である。

何故だろうか。人間は生の流れのなかで生きなければならない。この生の流れにあって、人間はさ

まざまな制約を受けて、それらの制約に悩まされて生きている。こうした人間の条件を踏まえて、人

間の何かを問うことにこの書の目的がある。そして人間の何かを問うことは、究極に自分の何かを問

うことである。私たちの物事をいろいろと尋ねることは、結局''1分のためにすることであり、自分が

何であるかを理解することである。この書を轡こうとしたのは、こうしたことである。医科大学で何

十年も学んできて、ようやく形ばかりの書ができたのも、少なくとも自分に言い聞かせるために、私

の思いを綴った。私の周りの人たちが医学を学ぶ人たちであることから、この書:を単なる人間学でな

く、悩める人IlM、リiiiめる人間を論じていきたい。したがって、この評はバイオヱシックスの１１１１題を扱

うが、病める人間を中心に論じたい。そんな意味で、この本を〈病める人間学〉と名づけたい。〈病
める人間学〉を問うことによって、病める人間の何かを尋ねたい。

病める存在ニーチェは「人|H1は病める動物である」と言ったが、生きている限り、人ｉ１ＩＩは「病める

存在」である。「ｿ,>jめる」ことには、病も含まれるがjlIiIiﾈ[|'的に病めるという意味が含まれている。そ

れには人間の有限性についてのさまざまな思いが含まれている。したがって、「病める存在」といこ

とには、さまざまな「悩み」「不安」「怖れ」「おおのき」「憂愁」などを含めて、人間は過去の追憶と

か、現在の思い煩い、将来の思い煩いや不安や期待などを寄せて生きているのだ。

「病める存在」ということで、さしあたって病のことについて見てみたい。あまり日本ではⅨ別さ

れていない「病気」と「疾患」との区別についてとりあげたい｡エリック・キヤツセルに従って､ヨー

ロッパ的社会の「病気」と「疾患」との差異についての文化的信念となっているものを見てみたい。

キヤッセルによれば、「医師が関心をもつのは、私たちのⅢ:臓であＩ)、疾患（discasc）は身体の器官

にかかわり、疾患は身体の器官の榊造の変質あるいは生化学的変化を特徴とする器rTないし体液の障

害を意味するものに使)1}し、そうした変化がなければ病気（Illncss）ではないとされている。病気は
人間が所有する何かにかかわる。病める存在としての人間は、ある種の身体の疾患によって現在では

病気とされているが、私たちはある機関の構造の変質や変化の兆候がなくとも、病気となる」（『』）
と言っている。この区別は重要である。少なくともヨーロッパ的社会ではそうである。このように厳
密に区別するところに両欧と日本との相違がある。西欧は分析的に捉え、〕;葉を定義して用いる。私
たち日本人にはこうした定義には!；'１染ない。しかしこの区別は重要である。私たちはこのような定義
を大切にしなければならい。

しかし人間が生きている|ﾘ(1)、リi)jめる存在である。身体の疾巡を趣っている|q《りにおいて、人間は

確かにキャセルの言うように、人'''1は病める存在である。人間はホモ・パティエンス（homopatiens）
であると言われている。ホモ・パティエンスというのは、iii１．える者、我慢する人という意１床である。
paticnというのは、英語のpaticntという語と語源が同じである。生きている限り、人間は身体的にも

精ﾈIlI的にも病める存在として生きている。したがって、病めるという語を使うとき、たんなる病気に

なるというのではなく、人間が悩みながら生きていると言える。人iﾄﾘは、パスカルも言っているよう

に、この世で蝋も弱い者である。しかし意識をもつことによって、人間はこの111で雄も強いものとな
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